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一、普天間基地は県外・国外へ
　私は、普天間基地の閉鎖・返還と辺野古新基地建設反対の住民運動に参加して
　13年余になる。そして、20代から沖縄闘争に参加してから40年余になる。
　その普天間基地がど真ん中に存在する宜野湾市で１月15日に開催された「カマ
　ドゥー小たちの集い」にも参加した。「カマドゥー小」というのは、戦前まで
　の沖縄で多くの女性たちに付けられていた名前である。元々は、台所の「カマ
　ド」にちなんだ名前だというが「愛しい」、「かわいい」、「働き者」、「一
　家の守護神」というイメージに変化していた。
　そのカマドゥー小たちの集いは、宜野湾市の女性たちを中心にした住民運動団
　体である。ときあたかも名護市長選挙の最中に行なわれた「とぉ、なまやさ！
　『基地は県外へ』」という15日の集会も、市内外の女性たちを中心に60人余が
　参加していた。「とぉ、なまやさ！」とは、「さあ、今だぞ！」というウチナ
　ーグチ（沖縄語）である。
　カマドゥー小たちは、「64年間、基地が集中する沖縄の状況が変わることはあ
　りませんでした。それはなぜかと考えたとき、私たちは、基地を押しつけてい
　る大多数の日本人の存在との関係に気づきました。そのため、それを変えてい
　く第一歩として、『普天間基地は県外へ』と小さな声を上げ行動を始めたので
　す。『他者へ自分の嫌なものを押しつける』と非難されながらも思考し続け、
　押しつける側の無自覚に対し応答を求めて、『基地は県外へ』の声を上げ行動
　を続けています。」（呼びかけビラ）と訴えている。
　また、同会の又吉京子さん（59）は「本土の皆さんは支援者ではなく、当事者
　になってほしい。沖縄の人は優しさのあまり、県外移設の主張を控える人も多
　いが自己主張をしていいんだよという集会にしたい」（「琉球新報」１月９日）
　と語っている。さらに、上原美智子さんは「沖縄の基地問題の核心は何でしょ
　うか。沖縄の人々から暴力で奪った土地であること、人口の99％を占める他府
　県の国民が１％の沖縄人に基地を押しつけていること、この２点です。」
　（「沖縄タイムス」１月５日）と述べている。同会の久場たつのさんは、琉球
　新報の「論壇」（１月８日）で「国民は当事者の認識を」と訴え、「具体的に
　は、４０００㍍の滑走路がある関西国際空港に、嘉手納飛行場を引き取っても
　らいたい。普天間飛行場は、神戸空港がいいと思います。」と主張している。
　一方、同会の知念ウシさんは朝日新聞へのインタービュー「もう沖縄は待てな
　い」（２月16日）で、「安保条約を支持する圧倒的多数は本土の人々。ならば
　安保が解消されるまで、基地負担は本土で背負うのがスジではないでしょうか」
　、「日本が民主主義の国なら、これ以上不平等を続けることは国際的にも恥で
　はないですか」とも述べている。
　彼女たちは、「小さな声」と謙遜しているが、その主張は鋭くラジカルである。
　そして、大半の沖縄住民の内面に渦巻いている「ホンネ」を代弁している。見
　よ、ついに２月24日沖縄県議会（高嶺善伸議長）は与野党超党派で議員提案し
　た「米軍普天間飛行場の早期閉鎖・返還と県内移設に反対し、国外・県外移設
　を求める意見書」を全議員の賛成による全会一致で可決した。
　歴史は、大きく転換した。沖縄県内の自民党、公明党、国民新党も、今までの
　「県内移設容認」から「国外・県外移設」へ政策変更したのである。これで、
　沖縄県民の世論は一致統一された。あとは、ヤマト（本土）の日本人側の問題
　である。
　民主党は、衆議院選のときに「少なくとも、国外・県外移設」を訴えてきた。
　そして沖縄県内では、「国外・県外移設」賛成の照屋寛徳、赤嶺政賢、瑞慶覧
　長敏、玉城デニー、下地幹郎の５人が全員当選したのである。もし、鳩山連立
　政権が「県内移設」を決めたら、沖縄は超党派で民主党政権に反対していくだ
　ろう。小沢幹事長が語るように「選挙にならない」（３月８日）のだ。

二、自治・自立・独立運動の前進
　鳩山連立政権が、５月にどのような結論を出そうと、辺野古の海上基地建設は
　破産したと言えるだろう。辺野古の海上基地建設阻止闘争は勝利しつつある。
　そして、もし再度「沖縄県内移設」を押しつけて来るなら、この間琉球弧の自
　治・自立・独立路線を訴えてきた私たちの主張の正しさはいよいよ明確になり、
　運動はますます前進する。琉球民族は、心底から「ヤマト（本土）のどの政党
　が政権を取っても、沖縄への差別政策や基地の押しつけは終わらない」と悟り
　始めている。そして、琉球民族の「自決権」の主張は、広く深く浸透していっ
　ている。
　おまけに、鳩山連立政権政権は自公政権がウソをついてインペイしてきた「核
　密約」、「沖縄密約」の存在を公開すると公約した。そして、外務省官僚権力
　の抵抗と妨害に遭いながらも、ついに３月９日外務省の有識者委員会は、①１
　９６０年１月の安保条約改定時の核持込みに関する密約、②安保条約改定時の
　朝鮮半島有事の際の戦闘作戰行動に関する密約、③沖縄返還時の原状回復補償
　費の肩代わりに関する密約の存在を認める報告書を提出した。しかし、遺憾な
　がら④72年の沖縄返還時の有事の際の核再持込みに関する密約は認めなかった。
　岡田外相は、この報告書を追認・公表した。
　これらの「核密約」、「沖縄密約」の存在については既に西山太吉氏が『沖縄
　密約―「情報犯罪」と日米同盟』（岩波新書、07年）の「第２章　核持込みと
　基地の自由使用」、「第３章　財政負担の虚構」で整理し詳細にバクロしてい
　る。周知のように、西山氏は72年この密約をスクープし毎日新聞で記事にした
　ため、「国家公務員法違反容疑」で逮捕され、78年６月に最高裁から「有罪判
　決」を言い渡されている。一方、沖縄密約を交わした当時の佐藤栄作首相はノ
　ーベル平和賞を受賞した。
　しかし、西山氏を支援する運動は「沖縄密約開示請求訴訟」という裁判闘争の
　形で現在も続けられている。そして、とうとう昨年12月１日の証人尋問で元外
　務省アメリカ局長の吉野文六（91）が「米との沖縄密約はあった」と証言した。
　また、12月23日の新聞報道によると、佐藤元首相の遺族が「沖縄への核持込み
　容認」の「沖縄密約・核密約文書」を保管していることが明らかになっている。
　歴代内閣が言い続けてきたウソが満天下にバレ・バレしたのだ。
　今回、外務省官僚と「有識者委員会」の御用学者たちは、④72年の沖縄返還時
　の有事の際の核再持込みに関する密約を認めなかった。佐藤元首相の遺族が
　「沖縄への核持込み容認」の「沖縄密約・核密約文書」を保管していることを
　知りながらだ。これこそ、沖縄差別に他ならない。沖縄現地では、激しい怒り
　の声と、「現在でも核は持ち込まれているのではないか」という不安が広がっ
　ている。
　沖縄住民は、沖縄密約によって72年返還時に米国へ売り渡されたことを知りつ
　つある。「核ぬき本土並み返還」とか「日本国憲法の下への日本復帰」という
　のは真っ赤なウソで幻想でしか過ぎなかったのだ。
　それは、また１９４７年９月20日の「天皇メッセージ」によって、昭和天皇が
　琉球諸島を米国に売り渡した事実を沖縄人に想起させる。例の、進藤栄一氏が
　79年４月『世界』
誌上の「分割された領土」という論文によって初めてバクロした「天皇メッセー
ジ」だ。この天皇の沖縄差別によって、沖縄人・琉球民族は72年まで戦後27年間
米軍政府の植民地支配下に売り渡され筆舌に語り尽くせない程の苦難を強いられ
てきた。
　だが、もはや沖縄住民はだまされないだろう。米国や日本政府・日本人の都合
　で差別され植民地支配されるにはガマンの限界を越えている。琉球民族の「自
　己決定権」への要求は、自治・自立・独立運動として拡大しつつある。
　すでに、０５年11月に琉球大学法文学部の林泉忠先生を中心とする研究チーム
　が実施した「沖縄住民のアイデンティティー調査」によると４人に一人（約25
　％）が「沖縄独立を要望」していると報告されている。詳細は、「アソシエ　
　ニューズレター」０６年１月「沖縄特集号」の拙文「島ぐるみ闘争と琉球独立
　運動」や、私たちが発刊している琉球自立・独立論争誌『うるまネシア』１号
　から10号を参照されたい。おそらく、現在「沖縄独立の要望」はさらに拡大し
　ているはずだ。

三、二大政党政治を拒否する
　昨年８月の衆院選で、沖縄では社民党の照屋寛徳（２区）と民主党の瑞慶覧長
　敏（４区）が事実上「反自公・全野党共闘」の候補者となりみごと当選した。
　私は、この二人を集中的に応援した。
　沖縄の民主党には、私の友人や後輩が多い。民主党沖縄県連代表の喜納昌吉と
　は、１９７０年代の金武湾反ＣＴＳ住民運動以来40年近い友人で、家族ぐるみ
　の付き合いをしてきた。瑞慶覧長敏は、知念高校の後輩で隣村に住んでいる。
　瑞慶覧家とは、父・長芳が社会大衆党委員長で立法院議員だった時代から支持
　・交流してきた。
　それでも私は、無党派で民主党には加入しないし、全面的には支持しない。あ
　くまでも共闘の相手である。私は、何よりも小沢一郎幹事長の唱える日本政治
　の二大政党時代を拒否する。そのことは、０５年に行われた第44回の衆院選に
　対し「二大政党制批判」を『けーし風』第48号に書いた。また、今回の「政権
　交代」後も「民主党・沖縄へ」を『けーし風』第64号（09年９月）に書いてく
　り返し指摘しておいた。
　その核心点は、現在もぶれていない。第一に「戦前の二の舞をくり返してはな
　らない」ということである。周知のように、戦前の日本では１９２８年から３
　１年まで政友会と民政党の二大政党時代が続いていたが、全体主義になり「十
　五年戦争」を阻止できなかったのである。
　また、私（たち）は「駐留軍用地特措法」改悪の時に忘れることのできない苦
　い経験をした。沖縄人は、72年返還から現在まで沖縄県のみにしか施行されて
　ない差別法である「駐留軍用地特措法」によって、暴力的に私有地を「軍用地」
　として奪われている。この特措法は、日米地位協定と共に日米安保体制を支え
　る重要な法律だ。１９９７年と９９年に改悪された。
　しかも、９７年の改悪の時には、自民、新進、民主をはじめ衆参の国会議員の
　90％以上が賛成したのである。反対は、社民、新社会、共産などごく少数派で
　あった。その年の４月11日に自民の野中広務委員長が、本会議での委員会報告
　の最後に、「この法律がこれから沖縄県民の上に軍靴で踏みにじるような、そ
　んな結果にならないことを、そして、私たちのような古い苦しい時代を生きて
　きた人間は、再び国会の審議が、どうぞ大政翼賛会のような形にならないよう
　に若い皆さんにお願いをして、私の報告を終わります」（ウイキペディア）と
　付け加えた。
　だが、自民と新進の二大政党が手を組んで、まさに「大政翼賛会」的になった
　国会は、９割以上の賛成で特措法を改悪したのだ。しかも、この野中の警告は
　後日、新進党の要求により会議録から削除されたという。何という無礼。
　私は、特措法改悪に反対する沖縄陳情団の一員となって国会議員へ請願してい
　たが、この「大政翼賛会」のような国会審議を見て、「ああ、日本の政党は自
　己利益を守るため琉球や朝鮮を差別・排外するときは、日本民族主義で団結す
　るのだな」と思ったものだ。二大政党時代は、つくづく恐ろしいものだと感じ
　たのである。
　私が、民主党沖縄県連の友人たちに望む第２点は、「沖縄の歴史や文化に基づ
　く独特の政治風土をヤマトの政党の系列化と党派闘争、派閥争いに支配されて
　はならない」ということである。そして、第３に沖縄県連はあくまでも琉球弧
　の自治・自立・独立を支持する立場から、時には東京の党本部と対立しても沖
　縄の独自性を発揮するよう努力してもらいたいと思っている。そのため第４に
　普天間基地を早急に閉鎖・返還し、辺野古新基地建設、高江基地建設を断念さ
　せ、沖縄に新基地は絶対に建設させないことだ。
　幸い、民主党沖縄県連は普天間基地の県内移設を強行するなら、離党も辞さな
　い決意を公言している。琉球人の未来は、琉球人自身で決めるのだ。
（以上）

◆長いメールになってしましました。ありがとうございました。
１００５０６　　ベン　拝



> 皆様
> はいたい、いかがお過ごしですか？
> 私は鳩山来沖に振り回されて今日も一日ぼーっとしてしてしまいました。
> さて、「琉球弧の自己決定権の樹立へ」の文章をmixiやblogなどに載せ
> たところ、
> 様々な方面からの反応がありました、メキシコに住む友人がぜひ「ちき
> ゅう座」に載せてほしいとメールをくれました。
> 私はこのサイトについて今までよく知らないのですが、こちらから見る
> ことができます→http://chikyuza.net/
> 私たちにとってこのサイトへ掲載した方がよいのか否か私では判断がで
> きないので、
> 皆さんのご意見をお聞かせください、載せる場合は投稿者の名前と連絡
> 先（メールアドレス）が必要だそうです。
> 載せても言いという判断をするのならば、漆原浩雄 <urushihara@my.
> email.ne.jp>という方にメールをしてくださいとのことです。
> 
10.05.06>100425、9万人県民大会を支える意志の力　＜親川志奈子＞

＜おやかわ　しなこ；沖縄在住大学院学生＞

2010年4月25日読谷村、9万人が集結した県民大会が開かれた。

政府に対する警告の想いを身に着けた黄色い人々が何時間も何時間もとめどなく会場に入ってきた、沖縄に電車や地下鉄はなく、会場へは路線バスの他には市町村が出すバスや自家用車で乗りつけるしか方法がない。3時になっても4時になっても、大会が終わった5時になっても6時になっても会場への渋滞は切れず、 3車線ある58号線も、南は北谷まで渋滞が続いた。

会場となった読谷村運動公園やその周辺にはかつて広大な(191ha)米軍基地があった。今や役所やコンサートホール、運動公園にウージ畑が広がるその土地は、今や国会議員となった山内徳信が村長時代に返還交渉を進め、平成18年に全面返還させたものだ。補足すると村内には今でも基地があり、それゆえ村が分断されている、県民大会会場に向かう道は基地に挟まれた一本道だった。会場近くのトリイステーションには悪魔の部隊の名を持つグリーンベレーが配属、昨年は同部隊所属クライド・ガンがウォーキング中の男性を死亡させるひき逃げ事件が起こった。

かつて戦争に使われた滑走路が駐車場となり車で満された。制服姿の高校生、揃いのシャツを着たファミリー、黄色い髪をなびかせるギャル、歩いては立ち止まる妊婦、道端で休憩するお年寄り、皆の分のプラカードを持つ青年、私も車を止め彼らに続いた。駐車場に入る一本道を、幸福実現党の街宣カーが何度も何度も往復し渋滞を悪化させていた。

日本のマスコミは、あたかも沖縄には普天間基地しかない様な報道をする、しかし沖縄島の20%は米軍基地なのだ。今なお基地被害に苦しむ読谷村の、まさに基地だった会場に人々は集結した。仕事、介護、子育て、闘病、様々な理由で参加できない多くの県民は黄色に染まり島中で意思表示をした。「私はシーミーだから行けないけど」、母は名護市にある墓で黄色いリボンを首に巻き私の分まで手を合わせ、黄色いウチカビを燃した。黄色い声はなにも琉球弧の中だけで響いたのではなかった、琉球人ネットワークを通じ日本で、アメリカで、そして世界中で響いた。

2月の沖縄県議会で普天間基地の国外・県外移設を求める意見書が全会一致で可決され、県民大会壇上には保守や革新の垣根を越え多くの議員たちが座った。旧自公政権が「沖縄の負担軽減」の名のもとに県内移設を決めてから13年、分断されてきた私たちは紆余曲折の末一つになった。もう何も知らない日本人に「沖縄は基地がないと困る」とは言わせない。ポジショナリティこそ違えども、沖縄の民意は「基地はいらない」に決まった、オール沖縄、私たちは普天間を返還させ新基地を受け入れない。

　　

私は会場に入る通路の、がじゅまるの下に座ることにした。会場は前日の雨でぬかるみ、ベストコンディションとは言えなかった。ビニールシートや椅子を持参し日光対策をしてきた人たちはグランドに、お年寄りや赤ちゃん連れそれに敷きものを持たない人たちは木の下に場所を取った。途中、中年男性が「また産経がデタラメ並べるよ、せっかく来てるんだからグラウンドに座って数えてもらわんと」と木陰から人々を引っ張り出していた。県民大会に参加するだけでなく、どう報道されるかまで心配しなければならない私たち。

大会はスピーチを重ねる度、熱いものになって行った。宜野湾市長が「普天間の閉鎖」を言えば、名護市長、うるま市長は「私たちは受け入れない」と断言。米軍再編計画を作ったドナルド・ラムズフェルドは「歓迎されないところに基地はおかない」と語った、沖縄のどこにも新基地建設はできない、そして徳之島にも。日本人はこれまで押し付け憲法とは言っても押し付け安保とは言わなかった。沖縄に米軍基地を押し付けることで手にした「本土」平和、いつまでもいつまでも痛みを味わう沖縄。もううんざりなのだ、国連の注意勧告通り、沖縄への集中的な基地の押し付けは差別だ。

案の定、翌日の報道は酷いものだった、東京、読売、朝日、産経、毎日を始め米紙に至るまで、新聞の一面に県民大会の航空写真が載った、しかし記事は、「9 万人集まった」「仲井眞県知事が出席」という事実以外には、沖縄の声を載せるではなく、「これで鳩山は八方ふさがりだ」「5月末までに解決できるのか」というトーンだった。確かに沖縄はこの半年鳩山に翻弄されてきた、しかしその前の65年は保守政権によって虐げられてきたのだ。政治は基地問題を沖縄問題として矮小化し、メディアは「普天間」の3文字を書くことをしてこなかった。日本国民は安保の歪を沖縄に押し付けている事実さえ知らずのうのうと生きてきた。今、沖縄が訴えているのは5月末までの決着ではなく、沖縄の基地負担を減らせということだ。

何度も何度も声を上げ、何度も何度も行動しても結局沖縄の声は「翻訳」され、日本人好みのストーリーに書き換えられる。その悔しさ、痛みを背負い、県民大会会場を包んだあの「基地はいらない」の熱風を手に、私は政府要請行動団100人の中の一人として上京した。
<10.05.07>琉球弧の自己決定権の樹立へ＜「琉球弧の自己決定権の樹立へ」有志連合＞


琉球弧の自己決定権の樹立へ
ナラン！！日米の軍事植民地


亜熱帯の風を揺らし、百年の従属の根を食い破るように沖縄が動きはじめた。そのシグナルはもはや天皇の国家とアメリカの傘の下の日和見で曇った感度ではキャッチできない。
戦後65年、朝鮮戦争60年、日米安保改定50年、そしてコザ暴動40年、沖縄と日本の戦後史を決定づけた歴史的な節目の年に当たる2010年。戦後日本に初めて政権交代が実現し、これまでの戦後国家を拘束していたさまざまな呪縛を解除していくことが期待された。しかし、この間の普天間基地の「移設＝新基地建設」をめぐる政府中枢の言動と自己保身的な国民意識の動向から見えてきたことは、日本の国家と国民がいかにアメリカを内面化していたのか、ということである。沖縄のわれわれが目撃したのは、政治力学の変更ぐらいでは日本政府と日本国民そのものの沖縄認識は変わらない、という動かしようもない事実であった。

日本の枠組みを越え、沖縄自らの地図を

こうした日本国家と国民の沖縄観は、歴史化されたものでありかつ構造的なものである。そして普天間「移設＝新基地建設」をめぐって露呈した国家としての日本の内向の共犯／共同性は、またしても沖縄の主張を封じ込め、排除しようとしている。
だが、沖縄の意思を排除しながら従属化させるやり方は何時までも通用するわけがない。いまや抗議や怒りの声が、地域や階層や組織を横断し、島ぐるみの様相さえ呈している。その怒りと異議申し立ては、沖縄民衆の歴史体験の深みから立ちのぼってくるものであり、日本の戦後の枠組みを決定づけていた日米安保そのものの前提を問い直すところまで風向きを変えようとしている。
この怒り、この流れ、この想像力をこれまでのような政治力学に回収するのではなく、新たなる実践の地平に解き放っていくための眼と声が求められている。問われているのは、沖縄自身の思想と実践の射程である。アメリカの影の下にドメスティックな安全と安心を享受し、アジアからの視線を封印した日本の＜外＞を想像し創造することができるのかどうかである。
答えははっきりしている。沖縄の地に立ち、沖縄の知によって生産した沖縄自らの意思を保障する政治的・文化的空間を、誰の手にもゆだねることなく、自らの知恵と力によって創造していくことである。沖縄の自立と自己決定権への意思を、2010年という転換期の時代の風景の尖端に描き込むことである。われわれ自身の地図を製作しなければならない。

脱冷戦・脱植民地化から琉球共和社会連邦へ

沖縄戦の死者たちの遺念に思いを寄せること、日米合作の軍事植民地的な＜例外状態＞で精神を損ない、命を落とした無念の声を想像力をもって聴き取ること、そして歴史の正典が周辺化し封印した、アジアの半島と群島の脱冷戦、脱植民地化のタタカイに繋がること。

われわれはみなガマから生まれたイノチであり＜艦砲ヌ喰ェーヌクサー＞である。
そして、われわれは＜復帰ヌ喰ェーヌクサー＞である。
沖縄が、どこでもない沖縄に還ること、主体を発明し未聞の声を情況に打ち立てよう！　
日本の海外県としての位置からアジアの脱植民地化の共闘者となろう！
世界のイメージを変えること、内発を力にすること。
還我琉球、原点有理、そして沖縄の自己決定権樹立と琉球共和社会連邦へ！

われわれは、2010年が沖縄の決定的な変革の年であることを、震える神経でキャッチする。われわれは琉球弧の自己決定権の＜構成的力動＞の創発へむけて、琉球弧を横断する有志の連合体である。ひとりひとりが自立した表現者であり、実践者である。
　
ヒヤミカチウキリ！
大和(やまと)世(ゆ)ぬ幻想(ゆくし)　復(たち)帰(むど)る未来(さち)や
我(わ)した島(しま)琉球(りゅうきゅう)　世(ゆ)や直(のう)れ


ナラン！日米の軍事植民地　　琉球弧（奄美・沖縄）の分断をゆるすな！　
沖縄への構造的差別をゆるすな！　米軍基地はヤマトへ！　
日本軍・自衛隊は沖縄からゴーホーム！

「琉球弧の自己決定権の樹立へ」有志連合


〈記事出典コード〉サイトちきゅう座 http://www.chikyuza.net/
〔eye973:100507〕


<10.05.08>沖縄の苦しみを理解する米大物政治学者<尾立きよ子>


<おだちきよこ>

敗戦後65年が経過し、日米関係は対米従属、「あ、そうですか」外交を続けてきました。
昨年ようやく政権交代が実現し、民主党の政策に全面的に賛成ではなかったのですが、長年の自民党の利益誘導政治による膨大な財政赤字、官僚丸投げの対米従属外交、憲法を逸脱した自衛隊活動（イラク戦争にまで派兵した）などを糺す絶好の機会と期待していました。

1995年米兵による少女暴行事件が発生し、96年日米両政府が5～7年以内に世界で一番危険な空港である普天間基地返還で合意しました。しかし、いまだに撤去されず、鳩山首相は八方塞がりで解決の目途さえ立たず、首相失格だとメデイアに叩かれています。しかし東京を中心とするメデイアも戦後65年間の沖縄の基地負担の苦しみを報道し、日本憲法の枠内での安全保障のあり方について、沖縄の基地負担の軽減について、対米従属外交からの脱却について報道してきたでしょうか。

私は普天間基地は即時無条件撤去すべきと考えています。解決が遅れて再びヘリコプターや軍用機の墜落や海兵隊員による事件や事故が起これば、沖縄の人々は完全に反米、反日本（本土）政府となることでしょう。これこそ日米関係の危機です。

日本の政府とメデイアは対米追随が全て正しいと考えている外務省と防衛相の官僚の情報とアメリカの軍事力を削減したくない米軍人の情報ばかりを国民に報道しています。すなわち辺野古移転しなければ普天間基地はいつまでも使い続けるとか、米軍再編が出来なくなるとか、日本の安全保障が危うくなるとか。

しかし私達も沖縄に連帯して普天間基地を早く撤去し、米軍基地を日本から少しずつ減らそうという活動をしています。署名を集めたり、政府に呼び掛けたり、集会を開いたりしています。日比谷野音に4千人が集まっても新聞やテレビは報道してくれません。

アメリカにも私達と同じ考えの真っ当な意見を述べる方がいました。
http://diamond.jp/articles/-/8060
をごらんください。
元CIA顧問の大物政治学者が緊急提言「米軍に普天間基地の代替施設は必要ない！日本は結束して無条件の閉鎖を求めよ」独占インタビュー　チャルマーズ・ジョンソン日本政策研究所所長です。同氏は5月6日のロサンゼルス・タイムス紙に「アメリカよ、目を覚ませ」という論文の中で米国の傲慢な態度への反省を促し普天間を撤去せよと述べているそうです。
http://sumichi7878.cocolog-nifty.com/blog/
5月7日すみっち通信

デニス・J・クシニッチ連邦下院議員も以下の声明を出しているそうです。
http://henoko.ti-da.net/e2859824.html
5月6日　辺野古浜通信

インターネットを見ない人々にはこのような情報は全然もたらされません。全く頼りない鳩山政権ですが、日本には普天間基地の移転先を引き受けてくれる所はありません。あなたの町は引き受けますか。9万人が集まった沖縄の県民集会の声を武器に（絶対平和主義の私はこの言葉使いたくないのですが）私達本土の人間も応援して、鳩山首相に米国と毅然と交渉して貰いましょう。沖縄の人口の約7％が集まった県民大会は、例えば東京のお台場に基地を移転するというと、東京の人口1300万人の7％91万人が声を上げたことになります。

〈記事出典コード〉サイトちきゅう座 http://www.chikyuza.net/
〔eye974:100508〕

bent@nirai.ne.jpさんからのメールを転送します。
----------ここから原文----------
bent@nirai.ne.jpさんからのメールを転送します。

■転送大歓迎！！

----------ここから原文----------
"siroma-m" <siroma-m@mco.ne.jp>さん：
沖縄平和市民連絡会事務局＆共同声明代表の城間勝さま、
メール、ありがとうございました。
ベン＠沖縄のタカラ・案内カンナイ親方です。

◆「４．２５県民大会、４．４６～２７東京行動、５．４鳩山首相来沖、と
　連続的取り組み」ほんとうにお疲れさんでした。

◆４・２６～２７の東京要請行動にも参加しました。
私は、２６日の国会議員との「国外移設要求」懇談会で挙手をして
訴えました。主な訴えは
１）沖縄県民は、これだけの国会議員がいながら、誰一人
「普天間基地は私の選挙区へ」という政治家が一人もいないことを
注目している。

２）県民大会で、オール沖縄で「県外移設」を訴えているのに
もし、「沖縄内のタライまわし移設」をやるというなら、
沖縄の要求は「普天間基地はヤマトへ日本本土へ移設せよ」という
要求に変わりますよ。

３）鳩山連立政権が、辺野古と徳之島へ「分散移設」した後、勝連沖
埋め立てによる「米軍基地、自衛隊基地統合移設」という「段階論」を
取るなら、沖縄県民は「普天間基地はまずはヤマトへ」、「その次ぎに
国外へ」という「段階論」の要求を出しますよ。

という主旨の意見を述べました。

◆５・４鳩山首相来琉球では
県庁前、県議会前で「琉球独立」の旗を持って、「逮捕スレスレ」の
要請行動をやりました。結果は、報道の通りです。
これで、私（たち）の予想通り
「県内移設」→社民党政権離脱→「内閣改造」→「鳩山連立政権崩壊」
→「民主党自滅」
の未来がはじまりましたね。

◆５・４の闘いで
普天間基地「県外移設」のオール沖縄の要求に対して
「日本本土の沖縄化を許すな！」という１９７２年日本復帰前後に
当時の社会党や共産党が唱えていたスローガンを掲げている
新左翼諸党派がいて、ビックリしましたね。
新左翼諸党派の日本共産党レベルへの「退化」現象なのでしょうか？

いま必要なのは、むしろ「日本本土の沖縄化賛成」、
「第２、第３のオキナワを」、「沖縄の基地負担特殊地域化反対」
「沖縄への植民地的差別を許すな」、
「日米安保の日本本土全域での負担を」
「反基地闘争、反安保闘争の沖縄を日本本土の沖縄化へ」
ではないでしょうか？

◆この方々は、現在の反基地闘争を「反安保闘争」のレベルで
終わらそうとしていますが、遅れていますね。
現在の反基地闘争は反米帝国、反日本帝国、反ヤマトから
「脱日米軍事植民地化」、「琉球弧の自治・自立・独立へ」進み
つつあることを理解してないようです。

沖縄の闘いは「安保反対」や「構造的差別反対」のレベルでは
解決しません。

◆さて、私（たち）は、沖縄平和市民連絡会事務局からの要請
にも応えつつ、５・１５シンポジウム、５・１６普天間基地包囲行動
へと連続闘争をやり抜き登り詰めて行きます。

◆５・１５シンポジウムは
＊テーマ「琉球弧の自己決定権、脱植民地をめぐって」
＊日時・・・５月１５日（土）　午後２時～５時
＊場所・・・教育福祉会館（那覇市）
＊資料代・・・５００円

＊主なプログラム
「対談」知念ウシ×野村浩也
「問題提起」
　島袋マカト陽子（東京）
　金城有紀（大阪）
　真喜志好一（沖縄）
　横田ライアン（ＵＳＡ）
「会場での自由な激論」
　参加者全員
　
です。皆さま、声を掛けあってのご参加、ご協力を
ユタシクウニゲーサビラ。

◆５・１６の「普天間基地包囲県民大行動」は
午後２時～３時の間に３回実施。
市民団体は宜野湾市役所か佐喜真美術館前へ集合。

私（たち）は、お昼の１２時に佐喜真美術館に集合では、
どうでしょうか？

長い、長いメールになってしまいました。
５・１５から５・１６へ。「なまさねー　いちすが？」
「ヒヤミカチ起きり！」
１００５０６　　ベン　拝



> 参加団体および会員各位
> 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
> 　　　　沖縄平和市民連絡会事務局
> ４．２５県民大会、４．４６～２７東京行動、５．４鳩山首相来沖、と
> 連続的取り組みお疲れさんでした。
> 一連の闘いを終えて、私たち沖縄県民は、戦後の「密約的政治」で形成
> されてきた日本の支配構造がいかなるものであるかをより鮮明につかむ
> ことが出来ました。アメリカの知日派、日本の官僚、マスコミ、御用学
> 者等々、で形成された支配層は、権力を握っておる確かに強力ですが、
> しかし、彼らの論拠は沖縄でも徳之島でも全国津々浦々で反撃に遭い全
> く説得力を持たずにいます。最近の一連の行動で、沖縄で彼らを支持し
> て登場したのが「幸福実現党」のみであったことが象徴的です。実は、
> 彼らの基盤は思ったほど強力ではなく、脆弱なものと思われます。密約
> 証言等でも現れていますように、彼らの先輩たちからも公然と批判され
> てきています。新崎盛暉氏（沖縄大学名誉教授）は識者評論（琉球新報
> ５／５）の中で、「今回の鳩山首相来県は、鳩山首相の、あるいは鳩山
> 政権の実像をはっきりと認識させることになった。だが、それは同時に
> 『普天間閉鎖・返還、新基地建設反対』の要求を実現する主体が、私た
> ち自身にほかならないという新たな覚悟と決意を促すことになったと思
> う。」と指摘しております。これまでも、在沖米総領事、沖縄防衛局、
> 官邸等から県民世論分断の直接・間接の「工作」が行われてきています
> が、今後もより頻繁に強力に「アメとムチ」を絡めて行われてくること
> が明らかに予想されます。このような相手の動きも掌握し、予想される
> 行政行為等への的確な反撃も「初心に返り」準備していきましょう。そ
> のために私たち自身も含めて沖縄側の「陣形」も整えていかねばなりま
> せん。５．１６普天間包囲行動、７月参院選、１１月知事選と立ち止ま
> ることは出来ません。常に自主的に主体的に関わっていきましょう。当
> 面「５．１６普天間包囲行動」を成功させていきましょう！
bent@nirai.ne.jpさんからのメールを転送します。
----------ここから原文----------
親川志奈子さま、メール、ありがとうございました。
ベン＠沖縄のタカラです。

◆「ちきゅう座」に載せることは、基本的に問題ないと思います。

◆実は、私も「ちきゅう座ブックレット」に原稿を依頼され（原稿料なし）
ました。
その、ブックレットの内容は


◆10.04.11?ちきゅう座のブックレットが発刊されます！！?ちきゅう座編集委員
会?

＊今年は60年安保反対闘争から50年目です。また、鳩山民主党政権は沖縄普天間
基地移転問題への回答をこの5月までにするとの確約をしています。そこで、ち
きゅう座編集委員会はこれらの問題を取り上げ、小冊子(ブックレット)にまとめ、
日米関係を根本的に問い直す討論素材として提供したいと考えております。書き
手は、かつて大新聞で活躍されてきた記者です。また、沖縄現地からの声も含ま
れています。4月23日(6：45～9：00)には明治大学のリバティホールで、伊波洋
一宜野湾市市長をお招きしての講演会もあります。24日はちきゅう座の総会で、
このブックレットにも論文をお書きになっています鈴木顕介・元共同通信外信部
記者の講演が予定されています。
この「ブックレット」は4月23日の会場で販売します。ただし、ちきゅう座の会
員の方には、翌日の総会で無料配布されます。


『沖縄と日米安保―問題の核心点は何か』　(社会評論社発刊)
塩川喜信編
A5判　160ページ　予価1200円

プロローグ　塩川喜信（「ちきゅう座」編集長)

Ⅰ．日米同盟50年、日本メディアの驚くべき「変質」　　柴田鉄治（元朝日新聞
論説委員）
Ⅱ．「日米密約」の背景―国民を欺き続けた自民党外交　　池田龍夫（元毎日新
聞記者・整理本部長）
Ⅲ．アメリカの世界戦略と日本　　鈴木顕介（元共同通信外信部記者）

[沖縄からの発言]
Ⅰ．民主党政権下の沖縄自治・自立・独立の声　　高良　勉（沖縄在住、詩人）
Ⅱ．米軍基地問題・植民地の意識はまだ消えず　　安里英子（沖縄在住、市民運
動家）

[資料編]
Ⅰ．日米安保条約
Ⅱ．陳述書　　吉野文六（元外務省・アメリカ局長)
Ⅲ．普天間基地のグァム移転の可能性について　　伊波洋一（宜野湾市市長）
Ⅳ．砂川事件「伊達判決」に関する米政府解禁文書　新原昭治、布川玲子共訳

編集後記　　合澤　清（「ちきゅう座」副編集長)

〈記事出典コード〉サイトちきゅう座 http://www.chikyuza.net

◆もうすでに「発刊」されていると思いますが、まだ執筆者の元へも届いて
いません。原稿は、３月に書きました。

◆そこで、沖縄では手に入りにくいと思いますので私の原稿を「貼り付け」て
発信します。ご一読の上、参考にして下さい。

「ちきゅう座」用原稿




